
Changes on the Breweries in Nada-Gogou  
A Study on the Brewing Space No.1   

Tomonobu Higashino*, Hikaru Kinoshita**
Hiroyuki Marumo**, Yoshinobu Maetani***

*
**
**
*** 

1995

(1)

15 19

 1950

4
10

1956

1963 1966
-

-2

1970
10

-
1

-2

7

4

-1

-2  

-1



*
**
***

* Compas Architects Co.,Ltd 
** Kansai University 
*** Asai Ken Architectural Research Inc. 

4
RC

11 RC S

RC
3 RC

RC

1963

10 7

1970

11 9 1970

1960
RC

1987
1981

(1) 

-3



 
 

 

図-1 灘五郷、伏見の形成期の酒造空間と水辺空間 

表-1 酒造空間の形成発展要因 

図-2 水辺に密接する酒造空間 
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１．はじめに                     
兵庫県・灘五郷や京都市・伏見は、現在まで我が国随

一の銘醸地として酒蔵が密集し続けている。本稿では、

酒造空間の形成後、明治中期から起こった輸送手段の変

化によって、他の地域ではほとんど衰退している(1)のに対

し、今日でも密集を維持し続けている酒造空間の変容に

ついて、両地域で比較しながら明らかにしていく。 
２．酒造空間の形成と水辺空間(2)                
①灘五郷（灘地区、西宮地区）：江戸中期以降、酒造地と

して新しく台頭した灘五郷は、海岸線に酒造地帯を形成

した。その立地的要因としては、特に水辺空間との密接

な関係がある。（表-1、図-1）主要航海路であった瀬戸内

海に面した広大な海岸部に酒造用地を確保でき、海運の

便の良さから、酒造りに必要な物資が容易に安価に入手

できた。加えて、大量の酒を江戸だけでなく全国航路で

安価に出荷できたことがある。一方素材的要因としては、

特に宮水(3)が有名で、西宮郷のある一帯で湧出する井戸水

を樽詰し灘五郷全域に運搬すのにもこの水運が利用され

ていた。また図-2 左絵図のように各酒蔵の前まで舟寄せ

できるようになっていた。 

②伏見地区；江戸初期、洛外の酒として酒造業が盛んに

なった伏見は、運河沿いに酒造地帯を形成した。その立

地的要因として、高瀬川運河の開拓により伏見が京と大

坂をつなぐ内陸の港湾都市となり、物資の中継地になっ

たことが挙げられる。図-1 のように、酒米や薪などの物

資の搬入、酒樽の搬出が行いやすく、淀川や高瀬川を通

して販路の拡大が行いやすいように、町の内部まで掘ら

れた屈折した濠川運河沿いに各酒蔵が立地した。 
このように船舶輸送を行いやすい密接した水辺空間と

して、運河沿いに立地した伏見の方が早く形成されたの

に対し、灘五郷は大阪湾に面し消費地である江戸への輸

送に有利であったため伏見よりも早く発展期を迎えた。 
３．輸送手段の変化による酒造空間の変容        
（１）輸送手段の変化 

船舶輸送は、安価で早く全国各地への輸送がしやすい

鉄道という新たな輸送手段に取って代わられ、徐々に衰

退していく。次いで、鉄道は昭和初期からトラック輸送

に徐々に取って代わられ、戦後高速道路開通により更な

る販路拡大が図られ、ほぼ全てが移行していく。 
①灘五郷（灘地区、西宮地区）：灘五郷では、酒造地帯と

平行するように明治 22 年東海道線が全通するが、（図-3）
水路の利を活かし大正期まで船舶輸送と並行して行って

いた。西宮地区の西宮酒造では、大正 2 年には約 90％が

船舶輸送で行っていたが、大正 14 年に全面汽車輸送に切

り替えている。それにより、自家用車や大八車等により

最寄りの各駅に運ばれた。戦後になってトラック輸送を

行う酒造会社が現れ、名神高速、阪神国道、阪神高速が

開通したことにより輸送手段はほぼ完全に変化した。 
②伏見地区：明治 29 年奈良鉄道（現ＪＲ奈良線）の開通

により（図-4）、全国各地の消費地へと販路拡大を図った。

伏見地区の月桂冠では、明治 25 年より京都駅より東海道

線を利用して鉄道輸送を開始し、同 33 年に 50％を突破、

同 35 年にはほぼ全量を輸送している。また、図-4 のよう

に国道１号線、名神高速が開通したことにより輸送によ

ってより利便性の高いトラック輸送へと変化した。 

（２）酒造空間の変容 
①灘五郷（灘地区、西宮地区）：船によって行われていた

宮水の輸送は、鉄道輸送期までは残っていたが、トラッ

クを用いるようになったため、昭和 22 年宮水運搬船もそ

の姿を消し、その役割を終えた。このような状況から阪

神間の海岸線は、図-3 に示すように昭和 28 年以降西から

埋め立てられ工業地域へと変貌していった。一方、鉄道 
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図-3 灘五郷（灘地区、西宮地区）の用途地域と酒造用地の分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や道路が、図-3 のように酒造地帯と平行してすぐ近くに

建設されたことにより、酒造空間は場所を変えずに更新

が行われた。 
②伏見地区：写真-
1 では、左の明治

中期の写真では水

辺に対して船着き

場として開いてい

るが、右の 2004 年の写真では護岸整備がなされている。

物流の拠点であった伏見港も、トラック輸送により昭和

37 年淀川の舟運がなくなり埋め立てられ、水辺空間とほ

ぼその関係性を失っていった。一方、現在ある酒造会社

のうち鉄道開通以前創業の酒造会社は 2 社しかなく、逆

にその後 26 社が創業しているように、鉄道輸送が伏見の

酒造業を大きく発展させた。これは桃山駅が酒造地帯と

近いところにできたためである。鉄道輸送期までは運河

沿いに立地していたものが、図-4 に示すように、徐々に

水辺とは離れて立地し始めていき、トラック輸送が主流

になると、酒造用地を国道１号線および名神高速道路京

都南 IC に距離的に近い高瀬川以西に移転させていった(4)。  
４．まとめ                      
①灘五郷及び伏見の酒造空間は、輸送手段としての水辺

空間、つまり灘五郷は海岸線に、伏見は運河沿いに立地

成立し、酒蔵の密集する独自の空間を形成してきた。 
②輸送手段の変化により、海岸線の埋め立てや護岸整備、

もしくは酒造用地の移転が行われた。鉄道輸送は伏見が

酒造地として飛躍的な発展を可能にした。一方トラック

輸送への変化により、場所を変えずに灘五郷の酒造空間

は更新され、対照的に伏見では新市街地に移転した。対

照的であるものの酒蔵の密集する銘醸地としてあり続け

たのは、駅や I.C が近いところにつくられ、その変化に対

応しやすい地理的条件に恵まれたためである。 
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《補注》 
(1) 鉄道輸送が発展する明治中期まで、愛知県常滑、大阪府池田のほ
か、瀬戸内海岸部には銘醸地と呼ばれる地帯が多く存在したが、輸
送手段の変化に対応できずにほとんどが衰退している。 
(2) 灘五郷に関しては、経済学、歴史学的側面から詳細な研究をして
いる柚木学の知見を基に、伏見に関しては酒造組合史を参考にした。 
また、立地的要因および素材的要因の言葉の定義は、柚木学による。 
(3) 宮水とは 1837 年に発見された西宮市内の特定の地下から汲み上
げられている井戸水。宮水井戸を持たない酒造家に井水を売る水屋
というこの地方独特の商売まで起こった。 
(4) 伏見地区の酒造用地の移転に関しては、次稿で詳述する。 

写真-1 変容する水辺空間

図-4 伏見地区の用途地域と酒造用地の分布図 
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